
1 

「令和５年度三沢市と三沢基地米軍との連絡協議会」 

（概要） 

 

日 時：令和５年１０月２４日（火）１５：００～１６：０３ 

場 所：米軍三沢基地クラブ 

 

１．開会 

 

２．開会の挨拶： 

   第３５戦闘航空団司令官兼三沢基地司令官 マイケル Ｐ．リチャード 大佐 

   三沢市長 小檜山 吉紀 

 

３．出席者紹介 

 

４．議事 

（１）案件（三沢市） 

 １ 三沢空港における民間航空の利用促進への協力依頼について（政策調整課） 

当市では、「三沢空港の利用促進を図り、県外との来訪者を増やす」ことを政策目標

に掲げており、具体的な事業の実施や利用促進にあたり、米軍三沢基地の特段のご高

配を賜り、深く感謝を申し上げるとともに、引き続き、事業推進へのご支援とご協力

をお願いするものであります。 

 １－１ 三沢空港における羽田線の４便継続について 

三沢空港路線の現状は、東京羽田線が１日４便、大阪伊丹線が１日１便、毎日運航

であり、札幌丘珠線が１日１便の金・土・日の週３便運航、１日あたり６便が就航し

ています。 

そのような中、三沢空港の発着便の利用状況は２０１９年度まではおよそ３０万人

に迫る利用者数で大変好調となっております。 

そして、２０２０年度から２０２１年度までの２年間は新型コロナウイルスの感染

拡大の影響により利用状況が停滞しておりましたが、２０２２年度から回復状況にな

ったことに加え、東京羽田線の４便化、更には関係者と共に取り組んできた空港利用

促進活動の成果が実り、１６年ぶりに３０万人を達成いたしました。 

東京羽田線の４便化については、国では地域と航空会社による空港の路線に係る共

同提案の評価を行い、羽田空港国内線の発着枠の５枠を配分する政策コンテストを２

０２０年２月に実施しており、当市は青森県及び日本航空と共同提案した結果、三沢

空港が５位となりました。 

しかし、６位の沖縄県、下地島空港と評価が僅差のため、２空港でトライアル運航

により競うこととなり、２空港には増便枠が与えられ、２０２０年１０月から東京羽

田線が３便から４便に暫定的に増便となっております。 
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その後、新型コロナウイルスの影響で延期されていたトライアル運航が２０２２年

３月から開始となり、２０２３年３月までの１年間の実績を競うこととなり、昨年度

が増便継続の勝負の年でありました。 

そして、今年２０２３年４月にトライアル運航の結果により、三沢空港と下地島空

港は両空港とも増便期間が継続となり、２０２５年３月まで東京羽田線の増便が継続

することとなりました。 

現時点では、国から次の政策コンテストの実施やスケジュールは示されておりませ

んが、当市では三沢空港の羽田線４便の定着に向け、関係機関と一体となって継続的

に利用促進に取り組んでおり、２０２４年度に想定される次回のコンテストに備えて

おります。 

三沢空港の羽田線の運航時刻は３便から４便に増便することで朝の便と夜の便の

各時間帯が広がり滞在時間が長くなり、利便性が向上しております。 

乗り継ぎ時間について例えると、国内線では沖縄から三沢まで午前中の間に到着する

便が新たに増えたことや、沖縄・広島・岩国など乗り継ぐ先の便が各便増えており、

移動の選択肢が広がっております。 

当市としては４便を継続するため、関係団体と一体となり様々な施策に鋭意取り組

んでいる状況にありますが、米軍関係者にとっても国内線及び国際線の乗り継ぎの利

便性において、羽田線４便継続は当市と同じ思いであると考えております。 

つきましては、当地域の交通機能確保の観点から、米軍関係者のビジネス、福利厚

生の旅行、観光等の利用促進に特段のご高配を賜るようお願い申し上げます。 

 

【米側回答】リチャード大佐 

三沢空港が２０２５年３月まで羽田との４便体制を維持できるということは、大変

喜ばしいことと思います。三沢羽田線における便の増加の定着は、地域と三沢基地関

係者両方にとって利益と利便性をもたらすものであると思います。 

私自身もよく三沢空港を利用しており、実は今週の金曜日も利用する予定でござい

ます。三沢空港はそのロケーションから利便性の非常に高い空港であると認識してお

り、米軍関係者やその家族関係者がビジネスや観光、そのほかの目的でも積極的に利

用しております。 

ご要望いただいたとおり、今後とも三沢空港利用活性化に向けて基地全体に周知を

し、そして協力をして参りたいと考えております。 

 

 １－２ 三沢空港におけるチャーター便等への協力依頼について 

三沢空港の利用促進の一環として、これまでも三沢空港発着のチャーター便を実施

しているところであり、今後においても実施する予定となっております。 

これまで、チャーター便の実施にあたりまして着陸許可等には特段のご高配を賜り

ましたことに感謝申し上げます。 

２０２１年度中は新型コロナウイルスの影響により実施はできませんでしたが、昨

年２０２２年８月にはジェイエアによる三沢空港の離発着による遊覧飛行チャータ



3 

ー、そしてフジドリームエアラインズによる３年ぶりとなる、今年２０２３年１０月

には隠岐チャーターを実施させていただきました。民間航空の利用促進としてもチャ

ーター便は継続的に実施して参りたいと考えておりますので、引き続きご支援いただ

きますよう宜しくお願いいたします。 

 

【米側回答】リチャード大佐 

三沢空港発着のチャーター便でありますが、三沢市により折に触れて計画されてい

ることを承知しております。現在民間航空会社の乗り入れにつきましては、三沢空港

において１日７便の運航が認められております。今後予定されるチャーター便につき

ましては、この１日７便の枠内に収まる限り、今後も三沢市からのチャーター便につ

いての要請を積極的にサポートして参りたいと思いますので、宜しくお願いいたしま

す。 

 

 ２ グローバル人財育成事業及び異文化理解教育事業への協力依頼について 

（国際交流課） 

当市では、「グローバルに活躍できる人材を育てる」ことを政策目標に掲げており、

具体的な事業の実施にあたり、米軍三沢基地の特段のご高配を賜り、深く感謝を申し

上げるとともに、引き続き事業推進へのご支援とご協力をお願いするものでございま

す。 

まず、１点目は三沢基地内大学県民就学事業についてであります。 

この事業は、１９９０年８月に開始され、以来今日まで３３年にわたり青森県民及

び三沢市民に対し、アメリカの大学による貴重な高等教育の機会を提供して参りまし

た。 

しかしながら、近年は日本人就学者数の低迷が続いていることから、オープンキャ

ンパスの継続開催や模擬授業の実施などにより、この事業を広く周知するための広報

活動に一層の力を注ぐ必要性を強く感じているところでございます。 

大学のない当市の市民にとっては、高等教育を受ける貴重なチャンスでもあります

ことから、この事業の周知拡大と日本人学生の増加に向けた広報活動の実施について、

米軍三沢基地のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

続いて、２点目はあおもりグローバルアカデミーについてであります。 

この事業は、青森県と三沢市の協働事業として２０１３年に開講し、本年度は１１

年目のセミナーを１０月から１２月にかけて開催する予定でございます。 

三沢基地内で実施するプログラムといたしましては、在札幌米国総領事館から講師

を招聘して開催する「日米交流講演会」と、英語によるコミュニケーションの実践講

座として、ＢＸにて米国人へのインタビューを行う「フィールドワーク」、昨年は基地

内ハロウィンツアーがあり、受講生やあおもりグローバルアカデミー実行委員会の委

員などから好評を博しております。 

国内に居ながら英語を用い、外国の文化に触れることができるこのようなプログラ

ムの提供は、当市でしか実施できないものと自負しております。 
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今後においてもこのセミナーを継続していくため、受講生、講師及び事務局職員の

基地内への立入りに係る手続き等において、引き続きご理解とご支援くださいますよ

うお願い申し上げます。 

続いて、３点目は異文化理解教育講座についてであります。 

この事業は、三沢基地に新たに赴任した米軍人、軍属及びその家族に滞在国である

日本の文化、生活習慣、観光・公共施設等を理解してもらうことを目的に、三沢市と

ミリタリー＆ファミリーレディネスセンターとの協働事業として、１９９４年から実

施しております。 

しかしながら最近は、引率する米軍スタッフの不足や冬期間の道路事情といった理

由によって、度々中止を余儀なくされております。本事業は、滞在国に対する理解を

深めるだけでなく、彼らの三沢での生活がより充実するための様々な体験ができる機

会でもあることから、事業の継続について引き続き積極的なご支援とご協力をお願い

いたします。 

 

【米側回答】リチャード大佐 

私たちは基地との共存共栄という三沢市の方針のお蔭で、良き隣人として生活する

ことができております。ここ三沢ではご紹介のありましたとおり、青森グローバルア

カデミーや基地内大学での学び、そして異文化交流、異文化理解のためのツアーなど、

三沢ならではの特色のある事業が多く実施されております。 

基地内大学の就学事業でありますが、ご紹介いただいたとおり、１９９０年に始ま

って、３０年以上青森県民の皆様に高等教育を追求する特別な機会を提供し続けてき

たということは大変素晴らしいことであると思っています。米軍三沢基地といたしま

しては、今後も三沢市関係者と協力をし、事業に関心を持つ方々への広報活動を模索

しまして、提供していく機会を多く設けたいと思っています。 

青森グローバルアカデミーでありますが、１０年にわたり開催されてきており、基

地も支援して参りました。グローバルアカデミーは今週末イベントがございます。そ

ちらの方も私も参加いたしますので、大変楽しみにしているところであります。この

事業が円滑に実施されるようご支援につきましては、色々と頂いたご要望に関しまし

て、今後も継続してサポートしていきたいと思っています。 

これらの事業につきましては、日米のパートナーシップについて理解を深めること

が可能であり、また国際的なスキルを身に付けて青森県に貢献したいと考えていらっ

しゃる方々にとって、とても有効な機会であると思っています。 

また、三沢市が提供してくださる基地関係者のためのカルチャーツアーであります

が、大変基地の関係者においても高く評価をされているところであります。これらの

事業が円滑に実施されるよう関係者と協力をして、これからも末永く継続して参りた

いと思いますので、改めてご協力をお願いしたいと思います。 

 

 ３ 令和６年度フレンドシップツアーへの協力依頼について（産業観光課） 

米軍三沢基地の皆さまから全面的なご協力をいただき１９８８年から開催してお
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りますフレンドシップツアーは、市内外問わず多くの方に参加していただき、大変好

評のツアーとなっております。日米の友好的な関係を体現する事業として引き続き開

催におけるご支援ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

さて、以前から人気の高いイベントであるフレンドシップツアーでございますが、

今年度は新型コロナウイルス感染症の影響で約３年ぶりに開催されたということも

あり、受付開始から約５分で定員に達してしまうという状況になっております。 

このことから、より多くの方に参加いただき、「チームミサワ」として米軍三沢基地

の重要性のＰＲと日米の相互理解を深めるため、可能な範囲での当ツアー参加定員の

増加についてご検討をお願い申し上げます。 

 

【米側回答】リチャード大佐 

月１度実施しておりますフレンドシップツアーでありますが、地域住民の方々に非

常に人気が高いことと、そして本年度は募集を開始して５分程度で定員に達してしま

うような状況であるとお聞きし、大変嬉しく思っています。 

フレンドシップツアーは当航空団の報道部が担当しており、これまでも三沢市関係

者と緊密に連携をして、調整をしております。可能な限り参加者を増やせるようこれ

から協議をしまして、努力をしたいと思っています。このツアーを通じまして、米軍

三沢基地が日本の防衛の要でありますことを、それから米軍三沢基地の任務について

さらにご理解を深めていただくことに繋がるのではないかと思っており、またひいて

は日米関係の緊密な関係強化に繋がることを心から期待をしております。 

 

４ 小学生ジュニアイングリッシュデイ及び中学生イングリッシュキャンプ開催へ

の協力依頼について（学校教育課） 

まず、小学生ジュニアイングリッシュデイ開催への協力についてご説明いたします。 

ジュニアイングリッシュデイは、小学生を対象に英語を使って楽しくコミュニケー

ションを図ることを目指して実施するものです。米軍基地内の施設訪問及び日米児童

による交流について、ご協力をお願いいたします。 

ジュニアイングリッシュデイは、２０２４年１月１０日を期日として、市内の小学

６年生３０名を募集する予定です。 

基地内訪問を計画しておりますので、そのサポートをお願いいたします。米軍関係

者の方々にも大変なご負担をおかけすることになると思いますが、何卒ご協力くださ

いますようお願いいたします。 

２０２２年に実施した際には、子どもたちは、戦闘機の格納庫を訪問し、フードコ

ートで昼食をとっています。 

協力依頼内容としては、 

・基地入門パスの申請 

・基地内の学校訪問 

・昼食会場の手配 

をお願いいたします。 
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続いて、イングリッシュキャンプについてお話しします。中学生を対象に英語によ

るコミュニケーション能力向上を目指して実施する英語教育推進事業「イングリッシ

ュキャンプ」について、引き続き米軍基地内の施設訪問及び日米生徒による交流への

ご協力をお願いいたします。 

イングリッシュキャンプは２０２４年１月１１日を期日として、市内の中学生３０

名を募集する予定です。 

基地内訪問を計画しておりますので、そのサポートをお願いいたします。米軍関係

者の方々にも大変なご負担をおかけすることになると思いますが、何卒ご協力くださ

いますようお願いいたします。 

昨年７月に実施した際には、米海軍三沢航空基地隊、第３５医療群、第３５施設隊

土木班、第３５施設消防隊を訪れ、昼食については、モクテキカフェでとりました。 

協力依頼内容としては、 

・基地入門パス申請 

・基地内の学校訪問 

・昼食会場の手配 

をお願いいたします。 

 

【米側回答】リチャード大佐 

長年イングリッシュキャンプを受け入れまして、支援できておりますことを大変嬉

しく思います。今年も７月に無事実施することができております。今後もご支援を継

続していきたいと考えています。 

イングリッシュキャンプとジュニアイングリッシュデイでありますが、地元の学生

が基地関係者と交流をし、それぞれの言葉だけでなく、文化の違いをも共有できる大

変素晴らしい機会であると聞いております。当航空団の報道部が三沢市からの協力依

頼を受領しましたら、どちらの事業についても先ほどのご要望にお応えするために、

どちらの事業についても滞りなく実施されるよう基地関係各機関と調整を進めて参

ります。私たちはこれらの事業が地元の学生の皆様のみならず、基地にとりましても

特別な機会になるよう協力できることを嬉しく思っています。 

 

５．挨拶 

   航空自衛隊第３航空団司令兼三沢基地司令 大嶋 善勝 空将補 

 

６．閉会の挨拶 

   三沢市長 小檜山 吉紀 

   第３５戦闘航空団司令官兼三沢基地司令官 マイケル Ｐ．リチャード大佐 

 

７．閉会 


